
胎中天皇神話と「角鹿」の地域性

日
本
書
紀
は
、
自
国
が
朝
鮮
半
島
諸
国
を
属
国
と
し
て
い
る
よ
う
に
見

せ
る
た
め
に
は
、
中
国
の
史
書
に
載
る
自
国
の
朝
貢
記
事
を
引
用
す
る
の

も
厭
わ
な
い
。
中
華
帝
国
と
い
う
他
者
の
鏡
に
自
国
を
映
す
こ
と
で
、
国

の
は
じ
ま
り
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
呉
哲
男
は
日
本
書
紀
の
自

（１）

他
認
識
と
呼
ぶ
。
で
は
、
日
本
書
紀
の
捉
え
返
し
の
書
物
と
し
て
古
事
記

を
位
置
づ
け
、
古
事
記
が
中
国
を
登
場
さ
せ
な
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る

と
、
古
事
記
は
日
本
書
紀
の
自
他
認
識
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
返
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
古
事
記
の
地
域
性
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

古
事
記
は
、
「
天
地
」
が
「
高
天
原
」
と
「
国
」
と
に
呼
び
分
け
ら
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
「
高
天
原
」
と
同
様
に
「
国
」
も
、
神
々
が
成

る
の
に
先
立
っ
て
す
で
に
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
書
か
れ
る
が
、
一
方
で

イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
ニ
神
の
身
に
よ
っ
て
生
み
成
さ
れ
る
の
も
「
国
」

で
あ
る
。
ま
た
二
神
が
生
み
成
す
島
々
全
体
が
「
国
」
で
あ
る
が
、
島
の

各
面
も
そ
れ
ぞ
れ
に
「
国
」
で
あ
り
国
ご
と
の
霊
格
が
名
前
を
も
つ
。
同

胎
中
天
皇
神
話
と
「
角
鹿
」
の
地
域
性
三
品
泰
子

4■■■■■■
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特
集
・
古
代
文
学
に
お
け
る
地
域
性
Ｉ
音
と
文
字
か
ら
考
え
る
１

様
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
孫
に
言
依
す
の
が
「
葦
原
中
国
」
と
い
う

「
国
」
で
あ
り
、
一
方
、
降
臨
し
た
天
孫
は
鎮
座
す
る
地
を
、
向
か
い
あ

う
「
韓
国
」
に
対
し
て
「
此
地
は
：
・
国
」
と
称
え
、
相
対
す
る
関
係
の

な
か
で
の
「
国
」
で
も
あ
る
。
「
国
」
と
い
う
語
が
高
天
原
に
対
す
る

「
国
」
だ
け
で
な
く
、
何
に
対
す
る
か
の
違
い
に
よ
っ
て
様
々
な
あ
り
よ

う
を
見
せ
る
。

何
に
対
す
る
「
国
」
な
の
か
と
い
う
問
題
を
喚
起
す
る
古
事
記
の
箇
所

と
し
て
、
国
生
み
や
天
孫
降
臨
の
他
に
、
「
新
羅
国
」
が
登
場
す
る
仲
哀

天
皇
条
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
熊
襲
を
討
つ
た
め
に
筑
紫
の
香
椎
宮
で
行

わ
れ
た
帰
神
に
よ
る
託
宣
で
、
筑
紫
よ
り
「
西
方
に
国
有
り
」
と
、
新
た

な
「
国
」
が
示
さ
れ
る
。
だ
が
そ
の
「
国
」
は
、
仲
哀
天
皇
の
国
見
で
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
天
皇
が
国
見
で
見
る
の
は
そ
の
時
点
で
の

支
配
領
域
内
で
あ
る
大
八
島
ま
で
で
あ
っ
て
、
将
来
の
支
配
領
域
ま
で
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
凡
そ
弦
の
天
の
下
は

汝
が
知
る
べ
き
国
に
非
ず
」
や
「
凡
そ
此
の
国
は
汝
命
の
御
腹
に
坐
す
御

子
の
知
ら
さ
む
国
ぞ
」
の
「
天
の
下
」
や
「
国
」
が
ど
こ
を
指
す
の
か
諸

説
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
し
か
し
そ
こ
が
読
み
取
り
難
い
の
は
、
将
来

の
こ
と
を
告
げ
る
託
宣
の
話
者
で
あ
る
ア
マ
テ
ラ
ス
と
、
託
宣
の
聞
き
手

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
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で
あ
る
仲
哀
天
皇
と
、
後
の
聞
き
手
で
あ
る
神
功
・
応
神
と
の
間
で
、
そ

れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
「
天
の
下
」
や
「
国
」
に
差
が
あ
る
た
め
だ
ろ
う
。

国
見
の
結
果
を
信
じ
て
託
宣
を
信
じ
な
か
っ
た
仲
哀
天
皇
が
死
に
、
新
た

に
神
功
皇
后
と
胎
内
の
太
子
が
託
宣
の
実
現
に
向
け
て
新
羅
渡
海
へ
動
い

ていく。
仲
哀
天
皇
の
太
子
が
ど
の
よ
う
に
応
神
天
皇
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
箇

所
は
、
胎
中
天
皇
の
神
話
と
し
て
読
み
解
か
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
の

「
神
話
と
し
て
」
と
は
、
政
治
や
外
交
と
い
う
俗
の
事
柄
を
、
神
の
こ
と

を
語
る
と
い
う
別
の
話
法
で
書
い
て
み
る
古
事
記
の
試
み
を
指
す
。
こ
の（２）

こ
と
を
意
識
的
に
論
じ
た
の
が
倉
塚
曄
子
「
胎
中
天
皇
の
神
話
」
で
あ
る
。

日
本
書
紀
で
は
筑
紫
の
諸
首
長
の
服
属
や
征
討
と
し
て
書
か
れ
て
い
る

と
こ
ろ
を
、
古
事
記
で
は
、
「
新
羅
国
」
か
ら
「
筑
紫
国
」
に
渡
海
し
て

き
た
神
功
皇
后
が
筑
紫
の
ど
の
土
地
で
太
子
を
産
み
、
鎮
懐
石
は
筑
紫
の

ど
の
土
地
に
あ
り
、
筑
紫
の
ど
の
土
地
に
来
て
何
を
し
た
か
と
い
う
よ
う

に
、
「
筑
紫
国
」
の
各
土
地
で
の
神
功
皇
后
と
太
子
の
事
跡
を
並
べ
て
、

皇
后
と
太
子
が
土
地
を
巡
行
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
書
く
。
筑
紫
に
対
す

る
政
治
支
配
を
筑
紫
降
臨
神
話
に
変
え
て
書
い
て
い
る
と
、
倉
塚
は
述
べ

る
。
さ
ら
に
、
新
羅
国
を
ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
言
依
さ
れ
、
託
宣
が
実
現
し

た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
荒
ぶ
る
筑
紫
ま
で
も
が
治
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
新
羅
国
を
鎮
圧
で
き
た
の
は
、

神
々
の
心
に
か
な
う
こ
と
が
で
き
た
証
し
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
筑

紫
が
鎮
ま
る
こ
と
の
吉
兆
に
な
る
。
太
子
が
天
皇
に
な
っ
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
が
、
神
の
お
告
げ
と
そ
の
実
現
と
し
て
順
に
継
起
し
て
い
る
よ
う
に
書

かれる。
ま
た
、
大
八
島
の
外
で
あ
る
「
新
羅
国
」
を
鎮
め
た
後
に
「
筑
紫
国
」

が
鎮
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
国
」
と
い
う
視
点
か
ら
み
る
と
、
「
新
羅

国
」
に
対
応
す
る
「
筑
紫
国
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
新
羅
に
渡
海
す
る

前
の
筑
紫
は
大
八
島
の
内
だ
っ
た
の
か
外
だ
っ
た
の
か
が
判
然
と
し
な
い

が
、
筑
紫
を
そ
う
し
た
宙
吊
り
状
態
に
置
い
て
書
く
の
が
、
も
っ
と
も
話

の
な
か
で
の
筑
紫
の
位
置
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
何
に
対
す
る

「
国
」
な
の
か
に
よ
っ
て
「
国
」
の
あ
り
よ
う
が
様
々
に
な
る
と
い
う
古

事
記
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。

こ
の
後
に
太
子
は
本
州
に
渡
り
、
涙
ぎ
の
地
を
求
め
て
近
江
と
若
狭
の

国
を
巡
歴
し
、
越
の
国
の
入
り
口
に
あ
た
る
角
鹿
ま
で
来
る
が
、
そ
の
箇

所
も
筑
紫
降
臨
神
話
と
同
様
に
神
話
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
日
本
書
紀
の
角
鹿
は
朝
鮮
半
島
と
強
い
つ
な
が
り
が
あ
る
よ
う
に

書
か
れ
る
が
、
古
事
記
の
角
鹿
の
話
に
は
朝
鮮
半
島
と
の
関
わ
り
は
直
接

に
は
出
て
こ
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
日
本
書
紀
の
捉
え
返
し
と
し
て
、

（３）

朝
鮮
半
島
と
の
関
わ
り
は
別
の
形
に
よ
っ
て
読
め
る
だ
ろ
う
か
。
次
章
で

論じる。『
古
事
記
』
仲
哀
天
皇
条

故
、
建
内
宿
禰
命
、
率
二
其
太
子
一
、
爲
レ
將
レ
膜
而
、
經
。
歴
淡
海
及

若
狹
國
一
之
時
、
於
二
高
志
前
之
角
鹿
一
、
造
二
假
宮
一
而
坐
。
爾
坐
二

其
地
一
伊
箸
沙
和
氣
大
神
之
命
、
見
二
於
夜
夢
一
云
、
以
二
吾
名
一
欲

し
易
二
御
子
之
御
名
一
・
爾
言
祷
白
之
、
恐
、
随
し
命
易
奉
、
亦
其
神

詔
、
明
日
之
旦
、
應
レ
幸
二
於
濱
一
・
献
二
易
し
名
之
幣
一
・
故
、
其
旦

幸
．
行
干
濱
一
之
時
、
段
し
鼻
入
鹿
魚
、
既
依
二
一
浦
一
・
於
し
是
御
子
、

令
レ
白
二
子
神
一
云
、
於
レ
我
給
二
御
食
之
魚
一
・
故
、
亦
稻
二
其
御
名
一
、

一

一

ﾛ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

-６２-



胎中天皇神話と「角鹿」の地域性

太
子
一
行
は
涙
ぎ
の
土
地
を
求
め
て
あ
ち
こ
ち
巡
歴
し
、
角
鹿
ま
で
来

て
や
っ
と
神
か
ら
の
接
触
を
夢
に
得
ら
れ
る
。
名
前
の
交
換
か
ら
始
ま
り
、

食
べ
る
．
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
関
係
を
結
び
、
獲
物
の
し
る
し
で
あ
る
血

に
反
応
を
示
す
と
い
う
一
連
の
交
渉
が
続
く
。
頑
ぎ
を
し
た
と
い
う
直
接

の
記
述
が
な
い
の
は
、
地
名
起
源
證
の
形
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
に
、
涙
ぎ
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
土
地
に
い
る
神
と
の
総

合
的
な
関
係
を
と
り
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
太

子
と
大
神
と
の
交
渉
全
体
が
そ
れ
に
当
た
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
涙
ぎ

を
し
た
と
書
か
れ
な
く
て
も
、
交
渉
の
次
第
を
書
い
て
い
く
こ
と
で
そ
こ

に
は
膜
ぎ
ま
で
含
め
た
両
者
の
関
係
成
立
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

である。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
本
書
紀
の
角
鹿
の
話
に
も
、
名
前
の
交

換
と
読
め
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
書
紀
で
は
、
初

め
て
の
海
外
か
ら
の
朝
貢
と
な
る
任
那
国
の
朝
貢
と
、
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
任
那
国
と
新
羅
国
が
怨
み
あ
う
関
係
に
な
っ
た
と
い
う
、
崇
神
紀
か
ら

垂
仁
紀
に
か
け
て
の
対
外
記
事
に
関
す
る
「
一
云
」
に
載
る
。

「
日
本
書
紀
」
崇
神
天
皇
六
十
五
年
七
月

任
那
國
遣
二
蘇
那
局
叱
知
一
、
令
二
朝
貢
一
也
。
任
那
者
去
二
筑
紫
國
一
、

二
千
餘
里
。
北
阻
レ
海
以
在
二
鶏
林
之
西
南
一
・

號
二
御
食
津
大
神
一
・
故
、
於
レ
今
謂
二
氣
比
大
神
一
也
。
亦
其
入
鹿
魚

之
鼻
血
臭
。
故
、
號
二
其
浦
一
謂
二
血
浦
一
・
今
謂
二
都
奴
賀
一
也
。
於

レ
是
還
上
坐
時
、
其
御
祖
息
長
帯
日
實
命
、
醸
二
待
酒
一
以
献
。
爾
其

御
祖
御
歌
日
、
．
：

本
文
も
．
云
」
も
、
天
皇
が
任
那
国
に
下
賜
し
た
赤
絹
を
め
ぐ
っ
て

任
那
国
と
新
羅
国
の
二
国
が
怨
み
あ
う
関
係
に
な
っ
た
と
い
う
結
末
は
同

ツ
ヌ

じ
だ
が
、
「
一
云
」
の
ほ
う
は
、
額
に
「
角
」
の
あ
る
人
が
船
で
や
っ
て

『
日
本
書
紀
」
垂
仁
天
皇
二
年

是
歳
、
任
那
人
蘇
那
局
叱
智
請
之
、
欲
し
歸
二
干
國
一
・
蓋
先
皇
之
世

來
朝
未
し
還
歎
。
故
敦
賞
二
蘇
那
局
叱
智
一
・
冊
齋
二
赤
絹
一
百
匹
一
、

賜
二
任
那
王
一
・
然
新
羅
人
遮
二
之
於
道
一
而
奪
焉
。
其
二
國
之
怨
、

始起二於是時一也。

〈
一
云
、
御
間
城
天
皇
之
世
、
額
有
し
角
人
、
乘
二
一
船
一
、
泊
二
子

越
國
笥
飯
浦
一
・
故
號
二
其
虚
一
日
二
角
鹿
一
也
。
問
し
之
日
、
何
國
人

也
。
對
日
、
意
富
加
羅
國
王
之
子
、
名
都
怒
我
阿
羅
斯
等
。
亦
名

日
二
子
斯
岐
阿
利
叱
智
干
岐
一
・
傳
ョ
聞
日
本
國
有
二
聖
皇
一
、
以
歸
化

之
。
到
一
干
穴
門
一
時
、
其
國
有
し
人
。
名
伊
都
々
比
古
。
謂
レ
臣
日
、

吾
則
是
國
王
也
。
除
し
吾
復
無
二
二
王
一
・
故
勿
レ
往
二
他
虚
一
・
然
臣

究
．
見
其
爲
人
一
、
必
知
し
非
し
王
也
。
即
更
還
之
。
不
し
知
二
道
路
一
、

留
．
連
嶋
浦
一
、
自
二
北
海
一
廻
之
、
經
二
出
雲
國
一
至
二
於
此
間
一
也
。

是
時
遇
二
天
皇
崩
一
・
便
留
之
、
仕
二
活
目
天
皇
一
逮
二
子
三
年
一
・
天

皇
問
二
都
怒
我
阿
羅
斯
等
一
日
、
欲
し
歸
二
汝
國
一
耶
・
對
レ
諮
、
甚
望
也
。

天
皇
詔
二
阿
羅
斯
等
一
日
、
汝
不
レ
迷
レ
道
必
速
詣
之
、
遇
二
先
皇
一
而

仕
歎
。
是
以
、
改
二
汝
本
國
名
一
、
追
負
二
御
間
城
天
皇
御
名
一
、
便

爲
二
汝
國
名
一
・
価
以
二
赤
織
絹
一
給
二
阿
羅
斯
等
一
、
返
二
子
本
土
一
・

故
號
二
其
國
一
謂
二
彌
摩
那
國
一
、
其
是
之
縁
也
。
於
是
、
阿
羅
斯
等

以所レ給赤絹、藏二干己國郡府一・新羅人聞し之、起し兵至し之、

皆
奪
二
其
赤
絹
一
・
是
二
國
相
怨
之
始
也
・
〉
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ツ
ヌ
ガ

来
て
泊
ま
っ
た
の
で
そ
の
土
地
は
「
角
鹿
」
と
い
う
名
に
な
っ
た
と
い
う

地
名
起
源
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
人
物
は
意
富
加
羅
国
（
任
那
国
）
の
王
子

で
ツ
ヌ
ガ
ア
ラ
シ
ト
だ
と
名
乗
り
、
額
の
「
角
」
だ
け
で
な
く
当
人
の
名

前
「
ツ
ヌ
ガ
」
ア
ラ
シ
ト
も
「
角
鹿
」
の
地
名
の
由
来
に
ふ
さ
わ
し
い
。

直
接
の
地
名
起
源
は
額
の
「
角
」
で
あ
る
が
、
名
前
の
「
ツ
ヌ
ガ
」
ア
ラ

シ
ト
ま
で
含
め
て
二
重
の
地
名
起
源
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
展
開
は
説
話

と
し
て
書
く
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

本
文
は
任
那
か
ら
の
「
朝
貢
」
の
使
者
だ
が
、
「
一
云
」
の
ツ
ヌ
ガ

ア
ラ
シ
ト
は
「
帰
化
」
だ
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
ツ
ヌ
ガ
ア
ラ
シ
ト
は

鮒穴門のイッッヒコのもとや出雲国に寄るなど津々
浦々
をさ迷

鋤い、希望していた崇神天皇の治世に仕えることが間に合わな

洲かつ洸延いう。そうした経緯があって、崇神天皇の名前である

ミ

マ

ナ

執「御間城」をツヌガァラシトの故国の名に賜り、「弥摩那国」（任

倣那国）という国名になったという国名起源讃でもある。

古
．
云
」
は
角
鹿
の
地
名
起
源
讃
と
任
那
国
の
国
名
起
源
謹
と
、
二
つ

集
の
説
話
で
構
成
さ
れ
る
。
国
名
起
源
謹
だ
け
を
み
る
と
天
皇
か
ら
任
那
国

特
へ
の
名
前
の
下
賜
と
い
う
一
方
向
の
名
易
え
だ
が
、
そ
の
前
の
、
角
鹿
の

地
名
が
ツ
ヌ
ガ
ア
ラ
シ
ト
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
ま
で
含
め
て
考
え
る

と
ど
う
だ
ろ
う
か
。
国
内
の
あ
る
土
地
が
任
那
国
の
王
子
の
渡
来
に
ち
な

ん
で
「
角
鹿
」
と
い
う
地
名
に
な
り
、
ま
た
あ
る
国
が
天
皇
の
名
前
を
負
っ

て
「
任
那
」
と
い
う
国
名
に
な
る
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
土
地
と
一
国
と

い
う
レ
ベ
ル
の
差
は
あ
る
が
、
天
皇
と
任
那
国
と
の
間
で
相
互
に
名
前
の

交
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
書
紀
が
、
天
皇
と
任
那
国
と
の
交
換
関
係
を
天
皇
の
優
位
の
も
と

に
書
く
の
に
対
し
て
、
古
事
記
は
、
太
子
と
角
鹿
の
大
神
と
の
交
換
関
係

を
、
両
者
の
上
下
関
係
が
出
方
次
第
で
た
え
ず
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
書
く
。

角
鹿
の
大
神
か
ら
の
名
易
え
の
提
案
に
対
し
、
太
子
側
は
「
恐
し
、
命
に

随
ひ
て
易
へ
奉
ら
ん
」
と
い
う
「
言
祷
（
こ
と
ほ
ぎ
）
」
の
言
葉
で
受
け

る
。
こ
こ
ま
で
は
太
子
が
大
神
に
奉
仕
し
て
い
る
よ
う
に
書
か
れ
る
。
「
恐

し
、
命
に
随
ひ
て
：
・
奉
ら
ん
」
が
、
国
神
が
天
神
に
服
属
す
る
と
き
の

文
言
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
言
え
る
。
ま
た
大
神
か
ら
太
子
に

贈
ら
れ
る
入
鹿
魚
も
服
従
の
し
る
し
で
あ
る
「
贄
」
で
は
な
く
、
返
礼
を

意
味
す
る
「
幣
（
ま
ひ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
太
子
は
そ
の
「
幣
」

を
「
御
食
の
魚
」
と
、
自
分
の
食
べ
物
に
「
御
」
を
つ
け
て
自
分
自
身
へ

の
敬
意
に
し
て
呼
び
、
大
神
に
も
「
御
食
津
大
神
」
と
い
う
自
分
自
身
へ

の
敬
意
を
つ
け
た
神
名
を
贈
る
。
さ
ら
に
「
今
」
で
は
、
「
気
比
大
神
」

と
い
う
、
食
物
を
表
す
「
ケ
」
と
霊
威
を
表
す
「
上
」
が
つ
い
た
名
前
に

変
わ
る
。
太
子
へ
の
敬
意
「
御
」
が
背
後
に
退
き
、
「
ケ
」
へ
の
霊
威
を

称
え
る
「
上
」
と
な
る
の
は
、
敬
意
の
方
向
が
大
神
の
ほ
う
に
変
わ
っ
た

（４）

と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
よ
う
に
太
子
と
大
神
の
関
係
は
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
交
渉

の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
絶
え
ず
上
下
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
古
事
記

が
、
涙
ぎ
の
地
を
得
る
た
め
に
太
子
が
角
鹿
の
大
神
と
交
渉
の
な
か
で
競

い
合
っ
て
い
る
よ
う
に
書
く
の
は
、
日
本
書
紀
．
云
」
の
任
那
の
王
子

ツ
ヌ
ガ
ア
ラ
シ
ト
の
政
治
・
外
交
の
話
が
一
方
で
あ
り
、
そ
れ
を
神
話
と

し
て
変
え
て
書
い
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
角
鹿
の
地
が
、
蝦

夷
や
粛
慎
が
い
る
越
国
の
入
り
口
で
あ
る
こ
と
や
、
潮
流
の
影
響
で
朝
鮮

半
島
か
ら
の
漂
着
地
点
に
位
置
す
る
こ
と
も
背
景
に
あ
り
つ
つ
、
対
外
交

渉
を
国
内
の
神
と
の
交
渉
に
置
き
換
え
て
書
く
。
古
事
記
は
こ
の
よ
う
に

日
本
書
紀
を
捉
え
返
し
て
い
る
の
だ
。
日
本
書
紀
で
は
天
皇
と
任
那
国
は
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日
本
書
紀
の
、
額
に
「
角
」
の
あ
る
人
が
渡
来
し
た
こ
と
か
ら
「
角

鹿
」
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
と
い
う
地
名
起
源
は
、
「
角
鹿
」
の
「
角
」

の
字
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
よ
う
な
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、

「
角
鹿
」
の
地
名
が
当
人
の
名
前
で
あ
る
「
ツ
ヌ
ガ
」
ア
ラ
シ
ト
よ
り
も

額
の
「
角
」
に
由
来
す
る
よ
う
に
書
か
れ
る
の
は
何
故
な
の
か
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

日
本
書
紀
の
応
神
紀
で
、
「
角
」
の
付
い
た
鹿
の
姿
が
話
題
に
あ
が
る
。

景
行
紀
の
九
州
征
討
の
と
き
天
皇
に
御
食
を
奉
っ
た
日
向
の
諸
県
氏
が
、

応
神
天
皇
の
と
き
に
髪
長
媛
を
奉
る
。

固
定
し
た
関
係
と
し
て
書
か
れ
る
の
に
対
し
、
古
事
記
の
大
神
と
太
子
の

名
易
え
は
交
渉
次
第
で
上
下
関
係
が
変
わ
っ
て
お
り
、
物
事
の
本
質
を
あ

ら
わ
に
す
る
神
話
だ
か
ら
こ
そ
政
治
・
外
交
を
含
め
た
交
渉
と
い
う
も
の

の
流
動
性
を
つ
か
め
る
の
だ
と
言
え
よ
う
。

『
日
本
書
紀
』
応
神
天
皇
十
三
年
の
「
一
云
」

一
云
、
日
向
諸
縣
君
牛
、
仕
二
干
朝
庭
一
、
年
既
耆
奄
之
不
レ
能
し
仕
。

価
致
仕
退
二
於
本
土
一
・
則
貢
ゴ
上
己
女
髪
長
媛
一
・
始
至
二
播
磨
一
・

時
天
皇
幸
二
淡
路
嶋
一
、
而
遊
猟
之
。
於
し
是
、
天
皇
西
望
之
、
數
十

蘂
鹿
、
浮
レ
海
來
之
ｏ
便
入
二
子
播
磨
鹿
子
水
門
一
・
天
皇
謂
二
左
右
一
日
、

其
何
蕊
鹿
也
、
淀
二
巨
海
一
多
來
。
差
左
右
共
視
而
奇
、
則
遣
レ
使

令
し
察
。
使
者
至
見
、
皆
人
也
。
唯
以
二
著
し
角
鹿
皮
一
、
爲
二
衣
服
一

耳
。
問
日
、
誰
人
也
。
對
日
、
諸
縣
君
牛
、
是
年
耆
之
、
雛
二
致
仕
一
、

不
し
得
し
忘
レ
朝
。
故
以
二
己
女
髪
長
媛
一
而
貢
上
突
。
天
皇
悦
之
、
即

四

淡
路
島
で
の
遊
猟
中
に
天
皇
は
「
西
を
望
み
」
、
鹿
の
大
群
が
播
磨
の
水

門
に
泳
い
で
入
っ
て
き
た
の
を
見
る
。
淡
路
島
か
ら
播
磨
を
望
ん
で
見
え

る
「
海
」
は
内
海
だ
が
、
天
皇
の
「
西
望
」
に
よ
っ
て
見
え
る
の
は
「
巨

海
」
に
及
ぶ
。
九
州
日
向
か
ら
の
行
程
全
部
が
天
皇
に
は
見
え
た
の
だ
ろ

う
。
使
者
が
そ
の
場
所
に
行
っ
て
見
る
と
、
「
皆
、
人
な
り
。
唯
だ
角
を

著
く
る
鹿
皮
を
以
て
衣
服
と
為
す
の
み
」
だ
っ
た
。
こ
の
話
は
遠
く
か
ら

望
ん
だ
と
き
と
近
寄
っ
て
見
た
と
き
の
誤
差
、
見
間
違
い
と
事
実
の
差
が

問
題
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
巨
海
」
と
は
、
神
功
皇
后
が
朝
鮮
半
島
へ
渡
る
と
き
の
海
が
「
大
海
」

だ
っ
た
の
と
同
様
に
、
九
州
の
日
向
が
大
和
に
と
っ
て
政
治
的
に
遥
か
向

こ
う
の
場
所
で
あ
る
こ
と
を
表
す
の
だ
ろ
う
。
髪
長
媛
の
一
行
が
日
向
か

ら
渡
海
す
る
の
を
、
天
皇
に
は
鹿
の
大
群
が
海
を
渡
る
と
見
え
た
と
い
う

の
は
、
「
巨
海
」
を
渡
る
と
き
は
ツ
ヌ
ガ
ア
ラ
シ
ト
の
よ
う
に
「
角
」
を

も
つ
存
在
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
日
本

書
紀
に
お
い
て
ツ
ヌ
ガ
ア
ラ
シ
ト
の
話
と
髪
長
媛
の
渡
来
の
話
と
は
、

「
角
」
を
も
つ
存
在
が
海
の
向
こ
う
か
ら
渡
来
す
る
と
い
う
点
で
共
通
す

る。
一
方
の
古
事
記
で
は
「
角
」
の
あ
る
存
在
は
登
場
せ
ず
、
「
角
鹿
」
の

文
字
は
話
の
内
容
と
は
関
わ
り
を
も
た
な
い
。
地
名
の
表
記
が
固
定
す
る

以
前
で
あ
り
、
日
本
書
紀
と
古
事
記
の
間
で
は
地
名
や
人
名
な
ど
の
文
字

表
記
は
異
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
し
た
な
か
、
「
角
鹿
」
の
地
名
表
記

が
日
本
書
紀
と
古
事
記
と
で
共
通
す
る
の
は
、
古
事
記
が
話
の
冒
頭
で

喚
令
レ
從
二
御
船
一
・
是
以
、
時
人
號
二
其
著
し
岸
之
虚
一
、
日
二
鹿
子

水
門
一
也
。
凡
水
手
日
二
鹿
子
一
、
蓋
始
起
二
干
是
時
一
也
。
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「
角
鹿
」
の
文
字
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
書
紀
の
「
角
」
を
も
つ

存
在
の
話
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
事

記
の
「
角
鹿
」
の
話
が
国
内
の
神
や
浦
の
入
鹿
魚
の
こ
と
に
終
始
し
て
い

て
も
、
そ
の
場
所
は
「
角
鹿
」
と
い
う
文
字
が
付
い
て
い
て
、
土
地
は

「
角
」
を
持
つ
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
角
鹿
」
は
テ
キ
ス
ト
の
中
で
は
海

外
か
ら
の
渡
来
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
外
に
向
け
て
開
か
れ
た
場

所
と
な
る
。

以
上
、
文
字
に
注
目
し
て
、
い
か
に
古
事
記
が
日
本
書
紀
を
捉
え
返
し

な
が
ら
神
話
と
し
て
書
き
、
地
域
性
を
立
ち
上
げ
て
い
る
か
を
追
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
見
え
て
き
た
の
は
、
古
事
記
の
地
域
性
に
お
け
る
他
者
と
は
、

直
接
書
か
れ
な
く
て
も
対
照
関
係
の
な
か
で
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
か
ら
書
か
れ
て
い
る
も
の
を
読
ん
で
い
く
と

い
う
試
み
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
意
味
で

今
年
の
テ
ー
マ
の
地
域
性
と
は
、
読
み
の
方
法
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
。

注
（
１
）
二
○
一
五
年
七
月
古
代
文
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
呉
哲
男
の
発

表
「
音
と
繋
が
る
帝
国
ｌ
中
華
文
化
圏
の
内
と
外
」
。

（
２
）
『
古
代
の
女
』
（
一
九
八
六
年
・
平
凡
社
）
所
収
。

（
３
）
倉
塚
曄
子
「
胎
中
天
皇
の
神
話
」
（
２
）
で
は
、
「
ツ
ヌ
ガ
ァ
ラ
シ

ト
の
話
は
書
紀
だ
け
に
み
え
る
が
、
書
紀
は
角
鹿
の
外
交
的
意
義
を

説
話
と
し
て
も
表
現
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
一
方
古
事
記
は
角
鹿

の
そ
う
し
た
側
面
を
語
ろ
う
と
は
し
な
い
。
。
：
し
か
し
わ
ざ
わ
ざ

太
子
が
角
鹿
を
み
そ
ぎ
の
場
に
選
ん
だ
こ
と
自
体
、
そ
こ
に
重
大
な

意
義
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
、
古
事
記
で
は
意
味
す
る
。
ケ
ヒ
ノ
大

神
服
属
謹
は
、
た
ん
に
御
食
つ
国
領
有
の
起
源
謹
に
と
ど
ま
ら
な
い

と
よ
む
べ
き
で
あ
る
。
新
時
代
の
初
代
王
応
神
は
大
陸
に
対
す
る
表

玄
関
筑
紫
で
ミ
ア
レ
し
、
裏
玄
関
角
鹿
で
第
二
の
誕
生
を
と
げ
た
」

と
述
べ
る
。
阪
下
圭
八
「
魚
と
名
を
易
え
た
話
」
（
「
古
事
記
の
語
り

口
』
二
○
○
三
年
・
笠
間
書
院
）
で
は
、
「
書
紀
は
、
角
鹿
の
由
緒

を
い
わ
ば
外
交
的
観
点
を
以
て
語
ろ
う
と
し
た
と
い
え
よ
う
。
記
・

紀
の
双
方
を
よ
み
比
べ
る
と
、
こ
う
し
た
渡
来
に
因
む
起
源
づ
け
を
、

少
な
く
と
も
仲
哀
記
の
文
脈
に
と
り
こ
む
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
角

鹿
の
地
は
や
は
り
オ
ホ
ト
モ
ワ
ケ
と
気
比
の
神
と
の
故
事
に
由
来
さ

せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
点
に
『
古
事
記
」
な
り
の
王
化
の
論
理
が
は

た
ら
い
て
い
る
の
だ
と
見
る
。
：
・
仲
哀
記
で
は
、
海
彼
金
銀
の
国

の
服
属
と
い
う
枠
組
の
も
と
で
、
関
連
す
る
一
項
目
と
し
て
角
鹿
ま

た
王
権
と
の
関
係
が
更
新
さ
れ
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
」
と
述
べ

る
。
保
坂
達
雄
「
「
角
鹿
」
と
い
う
ト
ポ
ス
」
亀
古
代
文
学
』
四
八

号
二
○
○
九
年
三
月
）
は
、
日
本
書
紀
の
角
鹿
の
記
事
と
古
事
記
の

角
鹿
の
話
を
一
つ
に
ま
と
め
た
う
え
で
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
角

鹿
に
つ
い
て
論
じ
る
と
い
う
方
法
を
と
る
。

（
４
）
発
話
内
容
の
敬
意
の
方
向
と
地
文
で
の
発
話
行
為
に
お
け
る
敬
意

の
方
向
と
、
二
通
り
の
敬
意
が
あ
る
。
谷
口
雅
博
「
「
詔
」
字
の
使

用
意
識
」
二
古
事
記
の
表
現
と
文
脈
」
二
○
○
八
年
・
お
う
ふ
う
）

で
は
、
角
鹿
の
大
神
の
発
話
に
「
詔
」
字
が
用
い
ら
れ
、
ま
た
太
子

か
ら
大
神
に
「
御
食
津
大
神
」
の
名
を
贈
る
と
き
に
「
称
二
其
御
名
一
」

と
い
う
強
い
称
辞
意
識
が
働
く
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
「
太
子
に
対
し
て
神
聖
性
を
付
与
す
る
神
で
あ
る
以
上
は
、
そ

の
神
自
体
が
称
え
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

必
然
性
か
ら
「
詔
」
が
も
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と

述べる。

-６６-


